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『副業規定』 

 中央東地区理事  別役 直彦  

 

 中央東地区の地区理事をさせて頂くことになりました。勤務先のいずみの病院が開院

した時から技師として働き始めましたので今年で技師暦 20 年目となります。ただ技師

会の活動にはほとんど参加していなかったため、不安もありますが少しでも技師会活動

のお役に立てればと思いますので宜しくお願いします。 

 副業元年といわれる 2018 年 1 月厚生労働省が定めているモデル就業規則に副業と兼

業が追加され、また働き方改革の影響により副業禁止から副業容認に方向性が変わった

といわれています。その流れなのか、自分の勤務している法人内の就業規則に副業規定

がないということで、労働組合の方で就業規則に副業規定を追加しようと動き始めまし

た。まだ何も決まっていませんが、本業に支障をきたさないことや、情報漏洩しない等

を軸に容認していくのではないのかなと思います。 

 副業禁止と規定がなっても法的には禁止にできないので絶対副業できないとは限らな

いみたいですが罰則もありえますので、事業主に容認して頂けてれば安心ですね。皆さ

まにおかれましても 1 度ご自身の就業規則をチェックしてみてもいいかもしれません

ね。 

 一昔前は専業主婦が普通、今現在は共働きが普通、この先はもしかしたら副業をする

ことが普通となる時代がくるかもしれませんね。自分としてはあまり働きたくはないの

で副業しなくてもいいくらい放射線技師の賃金が上がって欲しいですが。 

 

 今夏デルタ株の広がりにより全国で拡大を見せておりますが、ワクチンの接種率も上

がってきていますので、もう少しと信じて頑張っていきましょう。 
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会の動き 
令和３年度 第５回常務理事会 
 

8月 3日（火）、総合あんしんセンターにて第５回常務理事会を開催した。 

令和３年度 第１回講習会（サーベイメータ校正）報告        学術                           
 

 8月 7日（土）15：00より高知市あんしんセンター本会会議室にて第１回講習会「サー

ベイメータ校正」を開催した。昨年同様（株）住重アテックスにお願いし、講師の先生に

よる校正の講義（基礎～概論）、続いて各施設から持ち寄られた線量計による校正実技を

行った。 

 今回は、10名の受講で 13台の線量計が校正された。 

令和３年度 第３回理事会 
 

8月 14日（土）、リモートにて第３回理事会を開催した。 

理事会の議事録は高知県放射線技師会ホームページにて確認できます。 

 

お知らせ 
告示研修（基礎研修）のお知らせ                  大野貴史 
 

日本診療放射線技師会のホームページに告示研修（基礎研修）のお知らせが掲載されまし

た。医師のタスク・シフト/シェアを推進することから、診療放射線技師の業務を拡大す

るための法改正がおこなわれました。これにより、診療放射線技師の資格を有する者は、

厚生労働大臣が指定する研修（以下、告示研修）を受けることが義務付けられています。

告示研修は、「基礎研修（e-ラーニング）」と実技研修（会場型）から成り、実技研修を受

講するためには、基礎研修の修了（e-ラーニングの受講および確認テストの合格）が条件

となります。 

 JARTホームページ会員システムログイン方法は、 

① 日本診療放射線技師会のホームページを開く 

② JART情報システム → 「ログインはこちらから」 をクリック 

③ JART情報システムログイン画面になりますので、必要情報を入力 

④ はじめて JART情報システム(JARTIS)をご利用の方へ 

⑤ ログイン後「生涯学習」→「イベント参加申し込み」→「検索実行」 

※本研修は 7月 31日（土）から申し込み可能となっています 

 

地区会や勉強会などの Zoom 活用のお知らせ 
Zoom 担当理事 大川・見田 

 

高知県診療放射線技師会で Zoomのアカウントを取得いたしました。 

今後のコロナ禍により、本会では Zoomを利用した研修会や会議など、積極的に運用して

いきたいと考えております。 

最近メールアドレスを変更した方など、いらっしゃるかもしれませんので、再度メールア

ドレスの確認のため、会員の皆様にメールアドレス確認をさせてもらいます。 

今後とも本会へのご協力とご支援をよろしくお願い申し上げます。 

会員の皆様のメールアドレスを大川までお知らせください。 

連絡先 ots14familytaishou@yahoo.co.jp（大川） 

 

また、地区会や勉強会などで Zoomを使いたい方は大川・見田までご連絡ください。 

準備が整いましたら Zoom担当理事より案内等を致します。 

mailto:ots14familytaishou@yahoo.co.jp
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10月 2 日高知 Ai（オートプシーイメージング）研究会のお知らせ  
                                 担当理事 大川剛史 
 

死因究明に大きな役割を期待される（オートプシーイメージング：死亡時画像診断）に必

要な CT の撮影技術・３D 画像処理・画像所見・症例報告など Ai における技術の標準化や

情報共有を図ることを目的とします。 

 ご多忙とは存じますが積極的な参加をお願い致します。 

  日時：2021年 10月 2日（土）14：00～16：00（予定） 

くわしくは 9月初旬に高知県診療放射線技師会のホームページに掲載いたします。 

おそらく、コロナ渦のため、Zoomを使ったオンライン行うようになります。 

 

 

-------- + -------- + -------- + -------- +-------- + -------- + -------- +-------- + -------- + -------- + -------  

 

 その 207（ 伊東 賢二：高知大学病院 ） 

 

 

見田さんよりバトンを受け取りました、高知大学医学部附属病院の伊東賢二です。見田

さんには、令和 2 年度より所谷（元高知医療センター）と共に放射線部門の副技師長とし

て頑張っていただいております。 

さて、何を書くかです…以前、所感にも書きましたが、趣味の一つが車いじりとドライ

ブ（車旅）です。以前は車で箱根、湘南、北陸、九州、山陰、伊勢等々、年間 2.5 万キロ

程度は走っておりました。しかし、8 年前に技師長に就任して以来仕事漬けの日々が続い

ており、車をいじることすらままならなくなりました。6:50 頃出勤し、帰りは 19 時とか

遅ければ 22 時、時には土日祝も出勤している有様（笑）。また今年度、医療技術部が設置

され一気に部下は 124 名になり（医療技術部長・放射線部技師長兼任です）、更に大学院

修士コースも新たに創設しましたので、その運営と企画と…何とも言えない日々を過ごし

ております。 

今日は趣味の話ではなく国立大学の技師長の仕事のほんの一部を話します。技師長は診

療放射線技師の業務はしていません。現場に出て技師としての業務をする時間が無いとい

った方が良いかもしれません。じゃ技師長の仕事って何？毎日何してるの？って聞かれる

ことも…。 

ざっくり分けると、次の 4 つになります。人事管理（労務管理、人事要求、人材育成、

人事評価等）、設備管理（設備、機器要求、価格交渉）、安全・コンプライアンス（医療安

全、各種届出、立入検査対応）、各種トラブル対応。中でも機器・装置の更新は重要項目

で、更新計画を立て、経営側との折衝、関係部署全てへの根回等、病院経営を念頭に置い

て根拠ある数字を持って交渉します。機器装置が古くなったから等の理由だけでは絶対認

めて貰えません。放射線部の機器装置資産は 60 億円程度ありますので、10 年更新を目安

にしても、年間の予算要求がどれだけのものかお分かりになると思います。大学はお金を

持っているように思われているようですが、厳しい財務状況です。1 円でも赤字計上にな

ると、国はお金を貸してくれませんし、国からの補助金はスズメの涙程度でしかも年々減
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らされております。その中での交渉ですので大変です。次に人事要求です。技師の増員要

望はさらに難関で、経営上の数字を幾ら出してもそうは簡単に認めてもらえないのが現状

です。忙しいだけの理由では絶対人は増やして貰えません、病院経営に係る数字が必要で

す。人事要求が認められたら、人財探しにかかります。どのような人物を採用するかは技

師長の責任です。 

また、機器更新の予算要求が認められると、機器メーカーとの交渉、施設工事、機器装

置の仕様書策定、関係機関への申請等々、お金を確保した後もまだまだ仕事が待っていま

す。中でも仕様書作成は神経を使う作業です。自身の書き間違いや、書き漏らした性能・

オプション品は絶対に入らないからです。必要な周辺機器、物品、操作卓の数、椅子の型

式個数まで盛り込みます。その他日々の事務雑務、労務管理、トラブル対応等々、よくま

ぁ毎日色々とあるなぁ…と思います。 

このように、今は仕事に追われる毎日ですが、定年後は趣味の時間も増えるのではない

かと期待しているところです。 

次は、年の離れた後輩、四万十町国民健康保険大正診療所の大川剛史さんにお願いしま

す。Ai 勉強会、超音波診断、撮影の講習会等実に精力的に活動されています。それでは、

大川剛史さんにバトンタッチ！ 

 

-------- + -------- + -------- + -------- +-------- + -------- + -------- +-------- + -------- + -------- + -------  

 

 

(文責編集広報) 

 

総務報告（令和 3年 7月 31日現在） 

１．高知県の会員数     199名 

２．令和３年度会費納入者  126名 

       賛助会員     7社 

３．令和２年度会費納入者    5名 

４．令和３年度新入会員数    3名 

 （今月の新入会）       0名 

５．令和３年度再入会員数    0名 

（今月の再入会）       0名 

６．令和３年度退会者数     0名 

 （今月の退会者）       0名 

７．令和３年度転出者数     0名 

８．令和３年度転入者数     1名 

 （今月の転入会者）          1名 
 


